卒論アドバイス・・・（2008.3主席卒業の松井さん（19期）作成）
（１）卒論テーマ　タイトル

●テーマ説明
●テーマ選定理由
①広告からナリチャへの変遷…誰も研究してないことのほうが面白い？？
②友人がなりきりチャットサイトを運営…なにそれ？？
③ネットコミュニケーションへの親しみと理解…ファンサイトでチャット浸りの過去
④好きなアーティストの歌詞を見て…これはもしや！！

（２）方法

●枠を設ける
①扱うもの：プレイヤーの志向の別を比較→「版権」モノに限定
②対象：ジェンダースワッピング（性別の偽装）に関連した女性プレイヤーによる
　　　　男性キャラクターのＢＬ行為に興味→女性プレイヤーに限定
③インタヴュー対象者：なるべく関わり方や考え方の違う人から多く情報を聞き出す
　　（可能な範囲で相手の生い立ち等の背景も聞き出す→類似点、相違点を探す）
●誤解、間違いをなくす
①見たこと、聞いたことを改竄しない→疑問があれば確認をとる
②なるべくそこで使われている用語を用いる（それでしか説明できないこともある）
　→専門用語は全く知らない人に解る言葉で補足をつける
③誤解を生む言葉を使わない
　（「現実」の排除、「リアル」「リアリティ」への置換、「オン・オフ」の使用）

（３）構成

●全体は三部構成
　①外側…ルールやシステムからわかること（説明を兼ねる）
　②内側…プレイヤーのタイプの違い、コミュニケーション
　③結論
●章の中は4部構成（起承転結）…章によって論の展開は異なる
　・各章の初めに導入部（章のテーマ、問題提起）
　・章の最後の説で、導入部で提示した問題に対する解答
　→ルールに則って書くことで文章が迷子にならない。

（４）内容　（　省　略　）

（５）アドバイス

●調べれば誰でもわかるようなことを書かない
発祥や歴史、種類など（ex.舞踊の発祥、歴史、各国の代表的な踊り）→教科書
自分にしか書けない事に拘る→経験に基づく考察

●嘘を書かない
インタヴューやアンケートの偽造、改竄
取り入れた場合は確認を取る

●言った人、書いた人を明らかにする
自分の意見と他人の意見を混ぜない。（誰の意見なのかを明示する）
本やネットからの引用も明示。勝手にパクらない。
●専門用語ばかり羅列しない
専門用語や略語は必ず註を入れる。（社会学用語などは別）
素人が読むことを前提に書く。基準は家族でもわかること。
●本を沢山読む
自分が思ったこと感じたことばかりではただのエッセイ。
なるべく沢山の本を読むと専門用語の知識も増えるし、違った見方も得られる。
（関係ないテーマの本がヒントになることもある）
●人の意見は素直に受け止める
必ずそのとおりにする必要もないが、即座に突っ撥ねるのも問題。
良かれと思ってアドバイスしてくれているのだから、きちんと聞く。
●文字数をゴールにしない
卒論２万字、レポート等は1200字～　
とりあえず文字数は満たしたからいいや、という文章は期待できない

